
























(結果) 4例全例につついて， 581bpのbandが確認され.転座しているSYT-SSXfusion geneのmR
NA発現を全例に証明できた。シークエンスの結果. 2種類のfusiongene， SYT-SSXlとSYT-SSX2の，
各々 2例ずつに分類できた。組織亜型としては， 3例が単相線維型. 1 {7rjが二相型と診断された。 fusion
geneと組織亜型との聞の一致率は，単相線維型/SSX2=2/2(100%)，二相型βSX1= 1/2 (50%)であゥ
fニ。
(考察)滑膜肉腫における転座t(X;18)による 2種類のfusiongcneとその組織亜型とを比較検討して，
SYT-SSX2と単相線維型の聞には相関性がみられたが.SYT-SSX1と二相型については相関性は証明でき
なかった。新たにSYT-SSX2の性差や転移への関わりが示唆された。
論文審査の結果の要旨
ヒト滑膜肉腫において.X染色体と18苔染色体の転座t(X;18)が特異的にしかも高率に存存するが，そ
の遺伝下転座に近似した異なる 2種類のfusiongene(SY'じSSXllSYT・SSX2)の存在が報告されている。
それら 2種類のfusiongeneと滑膜肉腫における組織亜明との関連性，及ひ臨床的意義について検討した。
本研究において， ヒト滑膜肉腫4{9rjを対象に.RT-PCR法を用いて遺伝手転座の発現について調べ，
全例にしかも腫鋸細胞に特異的にt(X;18)の転座がみられたc さらにDNAシークエンスを用いて，異なる
2種類のfusiongenc(SYT-SSXlν!SYγT-
ところ.SYT-SSX2と単相線維型の間に関連性がみられたが.SYT-SSX1とこの相型の聞には関連性は証
明できなかった。新たにSYT-SSX2fusion gcneの性差や転移への関わりが示唆されたが， その他の組
織学的な曹、性度や予後との関連性は証明できなかったc
特異的な遺伝子転仰がある滑膜肉腫のような腰痕診断において，分子生物学的診断は病埋組織学的な診
-2ti9-
断に比較して，転座の有無やfusiongeneの違いとして客観的に診断される点、で，臨床的に有用であると
考察したc
今後は転座があるというだけでなく，滑膜肉酵の腫蕩細胞における遺伝子転座が腫壌の発生とどの犠に
関係しているのか，その本体解明に向けて，研究を進め~べきであると考えている。
以上の研究は滑膜肉腫の診断面において寄与するところが大であると考える。よって本研究者は博士
(医学)の学位を授与されるに値すると認められる。
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